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5 竹野　裕正 神戸大学工学部 位相制御マイクロ波照射による複㍾ﾞ料の部位選択加熱法の研究 C．電波科学一般








8 篠原　真毅 京都大学生存圏研究所 PCM高圧制御電源用電流制御装置ﾌ実験 A、マイクロ波送電
9 篠原　真毅 京都大学生存圏研究所 マイクロ波送電を用いた電気自動ﾔ充電システムの評価研究 Alマイクロ波送電
10 中嶋　洋 京都大学大学院_学研究科
マイクロ波照射によるコケ緑化シ
Xテムの殺菌技術の検討 C．電波科学一般
3．特記事項
●　平成15年3月から毎年，「宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会（METLAB研究会）」を電子
　　情報通信学会宇宙太陽発電時限研究専門委員会の協賛で開催しており，本年度は2月19－20日に開
　　催した。同時に報告書をホームページに掲載している。URLはhttp1／／㎜．ieice．org／cs／sps。
4．研究成果紹介・共同利用についての学術的紹介
，受電パネル
．ノ〉、／
マイク■二1滅菱業送置
作業用。ボツト模擬（融移動台）1指令通信系≡
　　　　　　　　　　　　「作業用口ボットヘのマイクロ波
速冒パネル　　　　送電および通信技術の開発に関す
　帖　　　　　るフィージビリティスタディ」の例
　　　　　　　　　　を紹介する。無線送電技術の産業応
（　　　　　　　　川への可能性を明らかにするとと
　　　　　　　　　　もに、SPSの中枢技術であるマイク争　　　　　　　　　　口波送電システム技術の新たなる　　　　　　　　　　展開を図ることを目的として、左上
　　　二1㌣㍗農㌶幾二二続
　　　　　　　　1　動実験を行った。実験状況を左下図
／阜∵㍗l11指1！11技術11
　　　　　　　　　　の目標は、以下の通り達成した。
　　指令制御装置　　　（1）半導体を用いた超軽量マイクロ
　　　　　　　　　　波増幅システム→50g／W目標に対
　　　　し、33．3g／Wを達成。
　　　　（2）レクテナアレイ出力の変動負荷に対する電
　　　　力利用技術→レクテナ出力と負荷の間に電池を
　　　　介することで、負荷変動にかかわりなく、安定
　　　　した給電制御を実現した。その結果、マイクロ
　　　　波送電電力によるローバー駆動を実現した。
　　　　（3）100W級の電力伝送用キャリアに10mW級
　　　　（一40dB）の通信情報を併用する技術に関する
　　　　データ取得→電力伝送とコマンド送信の併用の
　　　　有効性について基礎的データを取得した。
［参考文献］長野賢司、石井忠司、川崎繁男、藤原暉雄、中山師生、高橋吉郎、佐々木造、篠原真毅、田中
孝治、久田安正、藤野義之、三原荘一郎、安西徳夫、小林裕太郎、作業用口ボットヘのマイクロ波送電
実験報告、電子情報通信学会技術研究報告SPS2006－22．2007年2月。
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